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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・臨床看護学 
キーワード：慢性病看護学・外来看護 
 
 
１．研究計画の概要 

本研究は、脳卒中予防医療の観点から、
脳ドック診療（外来）を中心としたに看護
実践活動の実態の把握を目的とし、期待さ
れる看護実践活動の検討である。そのため
に、以下のような視点から研究をすすめる。 
(1)脳ドック診療に関わる看護実践活動の

現状を把握するために、全国の脳ドック
診療開設期間の看護部長を通じて郵送
法による質問紙調査を実施する。 

(2)脳ドック診療に日々従事している看護
師の実践における困難や、意義、脳卒中
予防に対する考えなど、現実的な実態を
把握するための聞き取り調査を実施す
る。 

 
以上の研究方法をとおして得られたデー

タを各方法論に基づいて解析し、さらに統合
的解釈を加える。さらに、今後、脳卒中予防
医療において望ましい看護実践に有効な看
護システムや具体的な看護活動プログラム
を思案していく。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 

現在までの状況は、上記研究方法の 1）に
関してはすでに調査は終了している。統計的
解析と記述データの内容分析は終了してい
る。その結果は以下の通りである。 

調査用紙は対象となる施設看護部長 501名
に配布。115 名から回収、有効回答は 112 名

（回収率 23%、有効回答率 97%）であった。1）
開設形態：単独が 5%、健診部門との併設が
51%、外来部門との併設が 37%。2）看護体制：
看護師を「配置している」が 71%、うち「専
属」が 4%、「配置していない」が 25%、「看護
職以外の配置」は 51%であった。配置してい
ない理由：＜人員不足＞＜健診者数が少ない
＞＜必要性の否定＞。3）看護ケアの現状（看
護師を配置している施設）：＜安全安心でス
ムーズな健診の保障：説明、誘導、手続き＞
＜問診：情報確認、生活指導＞＜診療補助：
計測、検査、診察＞。4）今後の活動展望：
看護師の配置や関わり方は、＜専属配置の奨
励＞と＜看護職によるプライマリーケアの
充実＞など専門性を発揮し、個別的、主体的、
積極的な関わりの必要性が示された。活動内
容は＜健診後の継続的保健指導＞＜無症候
性患者の心と身体のケア＞＜脳卒中予防対
策の啓蒙活動と健康相談＞＜医療者間連携
強化の調整＞であった。 
脳ドック診療で勤務する看護師は、他の診

療補助業務が兼務となることが多く、一般的
健診業務との相違を明確にしにくい。また、
脳ドック診療における看護の必要性に関し
ても看護師による認識にばらつきがある。し
かし、今後の展望には、無症候性患者への看
護ケアの必要性も含め、健診結果によって生
じる看護へのニードに関心が示された。 
研究方法 2）に関しては研究参加者 10 名の

聞き取り（継続聞き取り 3 名）が終了してい
る。現在分析中であり、実践活動の具体的な
構造化を目指している。 
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本研究は 2 つの方法論を統合し、脳卒中予
防医療における看護活動の実態に迫ると共
に、求められる看護活動の役割と責任を明ら
かにし、真に国民の健康生活の豊かさに繋が
る看護実践活動を試案する方向で取り組む。 
 
 
 
３．現在までの達成度 

＜②おおむね順調に進展している。＞ 
 
理由： 
予定していた研究方法の内容にそってす

すめている。しかし、当初の予測よりもサン
プルが少なく、結果の妥当性・信頼性に関し
ては若干の不安を残している。 

また、看護師への聞き取りに関しては、20
年度からの特定健診・特定保健指導の導入に
おいて各施設が健診システムの見直しをは
かるなど、脳ドック診療の位置づけが変化す
る過渡期でもあった。そのような環境的要因
も加わり、研究への参加者の獲得に困難があ
った。 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 

今後は、聞き取りデータの分析をすすめ、
全国調査結果を統合し、再度詳細な分析をす
すめる。その際には、先行研究の予防的保健
行動としての脳ドック診療に関わった受診
者の実態調査とも統合することで、看護実践
活動の必要性はより明確になると考える。そ
の上で、本研究の目的とする脳卒中予防医療
における看護実践活動のシステムあるいは
プログラムをめざす。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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